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　オオムギ（Hordeum 　vulgare 　L．）は トウモ ロ コ シ、コ ム ギ、イネ、ダイズ に次い で 生産量

が世界で第 5 位の 重要な穀 物で あ る。オオ ムギの 祖先 種は熟す と種子が脱落する ス ポン タ

ニ ウム 亜種で あ り、それか ら人間の栽培 に適 した 栽培種が今か ら約 1 万年前に出現 した 。

オ オ ム ギには、1 つ の 穂に種子が 2 列稔る
‘‘
二 条

”
と 6 列稔る

“
六 条

”
や 、脱穀する と種子

と殻が 固着 して 離れ ない
“
皮麦

”
と種子 の みがきれ い に 分離で きる

“
は だか 麦

”
があ る。

オオム ギの 原型は皮性 ・二 条で あるが、オオム ギの 栽培化の 過 程で、裸性や 六条の もの が

選抜 されて きた。皮 ・裸性 と条性は別 々 の 遺伝子で 決ま る。イネ科作物で皮 ・裸性 の 違 い

がある の はオオム ギだけで 、他は裸性 しかな い。皮麦は飼料や 醸造用に使われ る の に対し、

は だか 麦は 麦味噌 、焼酎原料や 麦飯な ど の 食用に利用され る。ビ
ー

ル大麦で は皮は麦汁の

濾過剤 として必須 で ある。　 皮麦 とはだか麦の 違 い は単
一

の 遺伝 子の 違 い に よ っ て 決 ま る

単純な メンデル 遺伝 に従い、皮性が裸性に対 して 優性 で ある こ とは知 られて いた。しか し、

遺伝子の 実体は不 明で 、種子 と殻が接着する メ カ ニ ズ ム も不明で あっ た 。

（1）オ オム ギの
“

　
”

と
“

はだ か 　
”

を　める遺
一
　の 　 　と遺 　 　　 の ・日

　筆者 らはオオムギの はだか性の 原因遺伝子 を単離す る研 究を 2000年頃に開始した。オ オ

ム ギの 全遺伝情報（ゲノ ム）は ヒ トの 約 2 倍の 53 億塩基 対 と巨大 で 、2004 年にゲノム配列の

解読が終 了 した イネ の約 12倍に相当 し、トラン ス ポゾンを中心 とする反復配列が 80％以上

を 占め る。オオ ムギ の ゲ

ノ ム は 当時、未解読だ っ

たため、遺伝子探 しの 作

業は干 し草の 山か ら針を

見 つ け 出す よ う に 困難だ

っ た 。 幸 い に も 2008 年

に 皮 ・裸 性 を 決 め る

Nud ／nud 遺伝子（はだか

性を意味する nudum の

略．）を、マ ッ プベ ー
ス ク ロ

ー
ニ ン グ と い う精 密 な

遺伝地図と 物理地図を長

い 時間をか けて 作成 し、

原 因遺伝 子 が 存 在 す る

場所を絞 り込む力仕事に

よ り特定で きた （図 1 ）。

こ の成果 は世界初で あ り、

遺 伝 子特 許 申請 完 了 と

同時に論文発表 した。

　原 因遺伝子は ERF

（gthylene 　1esponse
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図 1 ．オオム ギの 皮 ・はだ か性を 決め る Nud 遺伝子の 構造 。

A ：はだ か麦で は皮性系統に比べ 約 17　kb の 染色体欠失が ある。

B ： 人為誘発はだか麦で は遺伝子の 機能的に 重要な部位 に変異

　　　が認められた 。
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1 種で ある エ チ レン に 反応する遺伝子 に類似の特徴（AP2／ERF ドメイ ン配列）を持つ た め

ERF の 名称 が つ い て い る が 、オ オ ム ギの Nud 遺伝 子 の 機能は エ チ レ ン と は無関係 とみ られ

る。なお 、塹越 丘とは他の 遺伝子の 転写を 制御す る 司令塔の役割 を果たす遺伝子の こ と

で あ る 。

　　Nud と類似の 遺伝子 は双子葉植物 の モ デル で あ るシ ロ イ ヌ ナズナに も、単子葉植物 の

モ デルで あるイネ にも存在する 。 シ ロ イヌナズナの Nud 相同遺伝子 は At 叨rNl ／SHI と名

前が つ けられ 、葉表面で 脂質の 生合成や分泌を制御す る転写因子で ある と報告 されて い た 。

そ こ で、オオム ギの 未熟な 種子 を、脂質染色剤で ある ズダ ンブラ ッ ク B で 染色 して み た 。

皮麦 は真 っ 黒に 染色 され脂質が種子表面 に 分泌 され て い るが 、は だか 麦は色素で 染ま らず

種子表面 に脂質が 無 い こ とがわか っ た。すなわち、皮麦で は Nud 遺伝子が働い て種子表面

に脂質が作 られ殻 と接着す るが 、はだか 麦で は突然変異で 機能の あ る Nud 遺伝子が 失われ

たため脂質が作 られず種子 と殻の接着が起 こ らない こ とが わか っ た。さ らに、Nud 遺伝子

は種子表面で の み発現 して 、葉な どの 組織で は発現 して い ない 。 そ の た め、この遺伝子が

欠損 して も植物体 には悪影響 を及ぼす こ とな く皮麦か らはだか麦 へ の 転換が 起こ る こ と も

わ か っ た。

　オオム ギ（皮麦）の 種子 と殻 を 接着 させ る 脂質の 詳細な成分や分子構造は 決定で き て お ら

ず、今後 に残され た課題で ある 。

（2）は だか 　の　　 （ルー
ツ）

　現在、は だか 麦は東ア ジ ア に 偏 っ て 分布し て い るが、歴史をさかの ぼる と、はだか 麦は

世界各地に広く分布 して い た ことがわかる 。 そ こ で 世界各地の は だか麦 100 系統 対照 と

して 皮麦 106 系統と祖先野 生種ス ポンタニ ウム 亜種 53 系統の Nud 遺伝子 を調 べ た 。 調査

した全て の はだか 麦は Nud 遺伝子 を含む約 17kb の 領域 を欠損 して い た。こ の 結果 は世界

中の はだか麦は同
一

の 欠失型 遺伝子を持ち 、皮麦か らはだか 麦へ の 突然変異は 1 回限 りだ

っ た こ とを示す。そ の よ

うな 幸 運な 突然変 異で

生 じた は だか 麦 が 約

8千年前、中東の注意深

い 農夫に 見出され 、そ の

“
はだか 性変異

”

は 有用

なた め 世界 中 に広 が っ

た と考えられ る 。

　 一方、は だか性遺伝子

近 傍 の 分 子 マ
ー

カ
ー

sKT7 の調査か ら、は だ

か 麦は シ ル ク ロ
ー

ド経
　　　　　　　　　　　　図 2 ． はだか 麦の 日本へ の 伝来経路．IVc 型が 伝来（白矢 印）。
由で 日本 に伝 来 し た と

判明 した （図 2 ）。

（3）
’

　
aU

か らの 望

　 裸性 は劣性遺伝子の ため 雑種で は優性 の皮性遺伝子に 覆 い 隠されて しま う。また 、皮 ・

裸性は種子 が成熟す る ま で 判別で きな い の で 、品種改良の 際の 選抜効率が悪 い。しか し、

原因遺伝子 が単離で きたこ と で 、種子や幼植物の 段階で DNA 鑑定すれ ば、そ の 個体が 将来

皮麦になるかはだか 麦になるか の 早期判定 が可能 にな っ た 。 大麦加工 品で も DNA さ え抽 出

で きれ ば皮麦、は だか 麦由来か を DNA 鑑定する技術を確立済み で ある。
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